
(57)【要約】

【課題】従来のように第一方向に移動する第一テーブル

と第二方向に移動する第二テーブルとを積層する必要が

なく、更なる小型化・薄型化を実現できる極めて実用性

に秀れたテーブル装置を提供する。

【解決手段】ワークが載置されるテーブル１を具備した

テーブル装置であって、テーブル１を第一方向ａに移動

させるための第一アクチュエータ４と、該第一アクチュ

エータ４と略同一平面上に配されテーブル１を第二方向

ｂに移動させるための第二アクチュエータ７とにより、

２つのテーブルを積層する必要なく一つのテーブル１を

第一方向ａ及び第二方向ｂに移動させることができるも

のである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ワ ー ク が 載 置 さ れ る テ ー ブ ル を 具 備 し た テ ー ブ ル 装 置 で あ っ て 、 第 一 方 向 ａ 及 び 第 二 方
向 ｂ に 移 動 す る テ ー ブ ル と 、 不 動 部 と 該 不 動 部 に 対 し て 直 動 す る 直 動 部 と か ら 成 り 前 記 テ
ー ブ ル を 第 一 方 向 ａ に 移 動 さ せ る た め の 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 該 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ の
直 動 部 の 直 動 方 向 に 平 行 若 し く は 該 直 動 方 向 と 同 一 直 線 上 に 配 さ れ る 不 動 部 と 該 不 動 部 に
対 し て 直 動 す る 直 動 部 と か ら 成 り 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ と 略 同 一 平 面 上 に 配 さ れ 前 記 テ ー ブ
ル を 第 二 方 向 ｂ に 移 動 さ せ る た め の 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 前 記 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ の 直
動 部 と 連 設 さ れ 、 前 記 テ ー ブ ル を 第 一 方 向 ａ に 摺 動 さ せ る 第 一 摺 動 手 段 と 、 こ の 第 一 摺 動
手 段 と 連 結 さ れ 前 記 テ ー ブ ル を 第 二 方 向 ｂ に 摺 動 さ せ る 第 二 摺 動 手 段 と 、 前 記 第 二 ア ク チ
ュ エ ー タ の 直 動 部 と 連 設 さ れ る 摺 動 手 段 及 び 前 記 テ ー ブ ル に 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ の 直
動 部 の 直 動 方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 θ １ を 有 す る 状 態 で 設 け ら れ 前 記 摺 動 手 段 と 組 み 合 わ
せ ら れ て 摺 動 を 実 現 す る 摺 動 手 段 と か ら 成 る 第 三 摺 動 手 段 と で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る テ ー ブ ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の テ ー ブ ル 装 置 に お い て 、 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ の 直 動 部 の 直 動 を ガ イ
ド す る 第 四 摺 動 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る テ ー ブ ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ， ２ い ず れ か １ 項 に 記 載 の テ ー ブ ル 装 置 に お い て 、 前 記 所 定 の 角 度 θ １ は ４ ５
° に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る テ ー ブ ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 テ ー ブ ル 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の テ ー ブ ル 装 置 と し て 、 出 願 人 に 係 る 特 開 平 １ ０ － ３ ４ ４ ６ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １
） に 開 示 さ れ た テ ー ブ ル 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る テ ー ブ ル 装 置 は 、 第 一 方 向 に 移 動 す る 第 一 テ ー ブ ル と
第 二 方 向 に 移 動 す る 第 二 テ ー ブ ル と を 、 夫 々 同 一 平 面 上 に 配 さ れ る 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ （
第 一 ボ ー ル ネ ジ ） 及 び 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ （ 第 二 ボ ー ル ネ ジ ） に よ っ て 移 動 さ せ る よ う に
構 成 す る こ と で 、 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ と 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ と を 積 層 す る 必 要 な く 、 第 一
テ ー ブ ル と 第 二 テ ー ブ ル と を 積 層 す る だ け で 、 第 一 方 向 及 び 第 二 方 向 に 移 動 可 能 な テ ー ブ
ル と す る 技 術 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ４ ４ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た テ ー ブ ル 装 置 を も と に 、 更 な る 薄 型 化 ・ 小 型 化
を 図 る べ く 鋭 意 研 究 の 結 果 完 成 し た も の で 、 二 つ の テ ー ブ ル を 積 層 す る 必 要 な く 一 つ の テ
ー ブ ル を 第 一 方 向 及 び 第 二 方 向 に 移 動 さ せ る こ と を 実 現 し た 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た テ ー ブ
ル 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 要 旨 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ワ ー ク が 載 置 さ れ る テ ー ブ ル １ を 具 備 し た テ ー ブ ル 装 置 で あ っ て 、 第 一 方 向 ａ 及 び 第 二
方 向 ｂ に 移 動 す る テ ー ブ ル １ と 、 不 動 部 ２ と 該 不 動 部 ２ に 対 し て 直 動 す る 直 動 部 ３ と か ら
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成 り 前 記 テ ー ブ ル １ を 第 一 方 向 ａ に 移 動 さ せ る た め の 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ と 、 該 第 一 ア
ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ の 直 動 方 向 に 平 行 若 し く は 該 直 動 方 向 と 同 一 直 線 上 に 配 さ れ る
不 動 部 ５ と 該 不 動 部 ５ に 対 し て 直 動 す る 直 動 部 ６ と か ら 成 り 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ と 略 同
一 平 面 上 に 配 さ れ 前 記 テ ー ブ ル １ を 第 二 方 向 ｂ に 移 動 さ せ る た め の 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７
と 、 前 記 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ と 連 設 さ れ 、 前 記 テ ー ブ ル １ を 第 一 方 向 ａ に 摺
動 さ せ る 第 一 摺 動 手 段 ８ と 、 こ の 第 一 摺 動 手 段 ８ と 連 結 さ れ 前 記 テ ー ブ ル １ を 第 二 方 向 ｂ
に 摺 動 さ せ る 第 二 摺 動 手 段 ９ と 、 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ と 連 設 さ れ る 摺 動
手 段 10ａ 及 び 前 記 テ ー ブ ル １ に 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ の 直 動 方 向 に 対 し て
所 定 の 角 度 θ １ を 有 す る 状 態 で 設 け ら れ 前 記 摺 動 手 段 10ａ と 組 み 合 わ せ ら れ て 摺 動 を 実 現
す る 摺 動 手 段 10ｂ と か ら 成 る 第 三 摺 動 手 段 10と で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る テ ー ブ ル 装
置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ 記 載 の テ ー ブ ル 装 置 に お い て 、 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ の
直 動 を ガ イ ド す る 第 四 摺 動 手 段 12が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る テ ー ブ ル 装 置 に 係 る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ， ２ い ず れ か １ 項 に 記 載 の テ ー ブ ル 装 置 に お い て 、 前 記 所 定 の 角 度 θ １

は ４ ５ ° に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る テ ー ブ ル 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う に 構 成 し た か ら 、 更 な る 小 型 化 ・ 薄 型 化 を 実 現 で き る 極 め て 実 用
性 に 秀 れ た テ ー ブ ル 装 置 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 と 考 え る 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 作 用 を 示 し て 簡 単 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ を 直 動 さ せ る こ と で 、 第 一 摺 動 手 段 ８ に よ り テ ー ブ ル
１ を 第 一 方 向 ａ に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 更 に 、 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ を 直 動
さ せ る こ と で 、 第 二 摺 動 手 段 ９ 及 び 第 三 摺 動 手 段 10に よ り テ ー ブ ル １ を 第 二 方 向 ｂ に 移 動
さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 一 つ の テ ー ブ ル １ を 第 一 方 向 ａ 及 び 第 二 方 向 ｂ に 夫 々 移 動
さ せ る こ と が で き 、 従 来 の よ う に 第 一 方 向 に 移 動 す る 第 一 テ ー ブ ル と 第 二 方 向 に 移 動 す る
第 二 テ ー ブ ル と を 積 層 す る 必 要 が な い か ら 、 そ れ だ け 装 置 の 薄 型 化 ・ 小 型 化 を 図 る こ と が
可 能 と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 は 、 ワ ー ク が 載 置 さ れ る テ ー ブ ル １ を 具 備 し た テ ー ブ ル 装 置 で あ っ て 、 第 一 方
向 ａ 及 び 第 二 方 向 ｂ に 移 動 す る テ ー ブ ル １ と 、 不 動 部 ２ と 該 不 動 部 ２ に 対 し て 直 動 す る 直
動 部 ３ と か ら 成 り 前 記 テ ー ブ ル １ を 第 一 方 向 ａ に 移 動 さ せ る た め の 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４
と 、 該 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ の 直 動 方 向 に 平 行 若 し く は 該 直 動 方 向 と 同 一 直 線
上 に 配 さ れ る 不 動 部 ５ と 該 不 動 部 ５ に 対 し て 直 動 す る 直 動 部 ６ と か ら 成 り 第 一 ア ク チ ュ エ
ー タ ４ と 略 同 一 平 面 上 に 配 さ れ 前 記 テ ー ブ ル １ を 第 二 方 向 ｂ に 移 動 さ せ る た め の 第 二 ア ク
チ ュ エ ー タ ７ と 、 前 記 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ と 連 設 さ れ 、 前 記 テ ー ブ ル １ を 第
一 方 向 ａ に 摺 動 さ せ る 第 一 摺 動 手 段 ８ と 、 こ の 第 一 摺 動 手 段 ８ と 連 結 さ れ 前 記 テ ー ブ ル １
を 第 二 方 向 ｂ に 摺 動 さ せ る 第 二 摺 動 手 段 ９ と 、 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ と 連
設 さ れ る 摺 動 手 段 10ａ 及 び 前 記 テ ー ブ ル １ に 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ の 直 動
方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 θ １ を 有 す る 状 態 で 設 け ら れ 前 記 摺 動 手 段 10ａ と 組 み 合 わ せ ら れ
て 摺 動 を 実 現 す る 摺 動 手 段 10ｂ と か ら 成 る 第 三 摺 動 手 段 10と で 構 成 さ れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 部 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 テ ー ブ ル １ は 、 図 １ に 図 示 し た よ う に 適 宜 な 鋼 製 部 材 を 平 面 視 方 形 状 に 形 成 し た 板 状 体
で あ り 、 こ の テ ー ブ ル １ は 、 該 テ ー ブ ル １ と 同 様 に 適 宜 な 鋼 製 部 材 を 平 面 視 方 形 状 に 形 成
し た 板 状 体 で あ る 設 置 台 14の 上 面 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 設 置 台 14の 上 面 の 前 後 端 部 に は 夫 々 第 一 ガ イ ド レ ー ル ８ ａ が 設 け ら れ て お り 、 該 第 一 ガ
イ ド レ ー ル ８ ａ に は ２ つ の 第 一 ガ イ ド 体 ８ ｂ が 被 嵌 さ れ て い る 。 こ の 第 一 ガ イ ド レ ー ル ８
ａ と 第 一 ガ イ ド 体 ８ ｂ と で 第 一 摺 動 手 段 ８ が 構 成 さ れ る 。 更 に 、 第 一 ガ イ ド レ ー ル ８ ａ に
被 嵌 さ れ る ２ つ の 第 一 ガ イ ド 体 ８ ｂ は 連 結 部 材 13の 下 面 に 夫 々 設 け ら れ 、 こ の 連 結 部 材 13
同 士 が 連 結 材 16に よ り に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 テ ー ブ ル １ の 下 面 の 左 右 端 部 に は 夫 々 第 二 ガ イ ド レ ー ル ９ ａ が 設 け ら れ て お り 、
該 第 二 ガ イ ド レ ー ル ９ ａ に は ２ つ の 第 二 ガ イ ド 体 ９ ｂ が 被 嵌 さ れ て い る 。 こ の 第 二 ガ イ ド
レ ー ル ９ ａ と 第 二 ガ イ ド 体 ９ ｂ と で 第 二 摺 動 手 段 ９ が 構 成 さ れ る 。 更 に 、 第 二 ガ イ ド レ ー
ル ９ ａ に 被 嵌 さ れ る ２ つ の 第 二 ガ イ ド 体 ９ ｂ は 前 記 連 結 部 材 13の 上 面 に 夫 々 連 結 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 即 ち 、 第 一 ガ イ ド 体 ８ ｂ と 、 第 二 ガ イ ド 体 ９ ｂ と は 連 結 部 材 13を 介 し て 積 層 連 結 さ れ る
構 成 で あ り 、 計 ８ つ の ガ イ ド 体 ８ ｂ ・ ９ ｂ は 一 体 に 摺 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 一 ガ イ ド レ ー ル ８ ａ と 第 二 ガ イ ド レ ー ル ９ ａ と は 直 交 状 態 と な る よ う に 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 第 一 ガ イ ド 体 ８ ｂ を 摺 動 さ せ る こ と で テ ー ブ ル １ は 第 一 方 向 ａ に 移 動 し 、 第 二
ガ イ ド 体 ９ ｂ を 摺 動 さ せ る こ と で テ ー ブ ル １ は 第 二 方 向 ｂ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 設 置 台 14に は 、 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ 及 び 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ が 、 第 一 ガ イ ド
レ ー ル ８ ａ と 並 設 状 態 （ 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ の 直 動 方 向 と 平 行 ） に 配 設 さ れ
て い る 。 即 ち 、 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ と 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ と は 同 一 平 面 上 に 設 け ら れ
て い る 。 尚 、 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ は 、 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 直 動 部 ３ の 直 動 方 向 と 同
一 直 線 上 に 該 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ と 向 か い 合 わ せ に 配 設 す る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 設 置 台 14の 略 中 程 に 配 設 さ れ た 正 逆 回 転 自 在 の モ ー タ ー ２ ａ
に よ り 回 動 す る 不 動 部 ２ と し て の 螺 杆 ２ ｂ と 、 こ の 螺 杆 ２ ｂ に 螺 合 し て 該 螺 杆 ２ ｂ の 回 動
に よ り 該 螺 杆 ２ ｂ の 軸 方 向 へ 移 動 す る 直 動 部 ３ と し て の ナ ッ ト 部 材 と か ら 成 り 、 こ の 直 動
部 ３ は 、 第 一 ガ イ ド レ ー ル ８ ａ に 被 嵌 さ れ る 第 一 ガ イ ド 体 ８ ｂ に 連 結 さ れ た 連 結 部 材 13に
連 結 体 15を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 従 っ て 、 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ の 直 動 部 ３ を 移 動 さ せ る
こ と で 、 テ ー ブ ル １ は 第 一 方 向 ａ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ は 、 正 逆 回 転 自 在 の モ ー タ ー ５ ａ に よ り 回 動 す る 不 動 部 ５ と し て
の 螺 杆 ５ ｂ と 、 こ の 螺 杆 ５ ｂ に 嵌 合 し て 該 螺 杆 ５ ｂ の 回 動 に よ り 該 螺 杆 ５ ｂ の 軸 方 向 へ 移
動 す る 直 動 部 ６ と し て の ナ ッ ト 部 材 と か ら 成 り 、 更 に 、 こ の 直 動 部 ６ の 上 面 に は 該 直 動 部
６ の 直 動 方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 θ １ を 有 す る 状 態 で 摺 動 手 段 10ａ と し て の 第 三 ガ イ ド 体
10ａ が 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 第 三 ガ イ ド 体 10ａ は 、 テ ー ブ ル １ の 下 面 に 設 け ら れ 前 記 直 動 部 ６ の 直 動 方 向 に 対 し
て 所 定 の 角 度 θ １ を 有 す る 状 態 で 設 け ら れ る 摺 動 手 段 10ｂ と し て の 第 三 ガ イ ド レ ー ル 10ｂ
と 嵌 合 さ れ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 こ の 所 定 の 角 度 θ １ は ４ ５ ° に 設 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 テ ー ブ ル １ の 第 二 方 向 ｂ へ の 移 動 は 、 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ー ７ に 係 る 直 動 部 ６
を 図 ２ 中 左 側 方 向 へ 移 動 さ せ た 場 合 、 第 二 ガ イ ド レ ー ル ９ ａ と 第 三 ガ イ ド レ ー ル 10ｂ と で
誘 導 さ れ 図 ２ 中 下 側 方 向 へ 移 動 し 、 こ れ と は 反 対 に 、 直 動 部 ６ を 図 ２ 中 右 側 方 向 へ 移 動 さ
せ た 場 合 に は 、 第 二 ガ イ ド レ ー ル ９ ａ と 第 三 ガ イ ド レ ー ル 10ｂ と で 誘 導 さ れ 図 ２ 中 上 側 方
向 へ 移 動 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 本 実 施 例 は 上 述 の よ う に 第 三 ガ イ ド レ ー ル 10ｂ を 直 動 部 ６ の 直 動 方 向 に 対 し て ４ ５
° の 角 度 θ １ を 有 す る 状 態 に 設 定 し て お り 、 こ の 角 度 θ １ を 大 き く す れ ば す る 程 （ ９ ０ °
に 近 づ く 程 ） テ ー ブ ル １ の 第 二 方 向 ｂ へ の 移 動 量 が 多 く な り 、 小 さ く す れ ば す る 程 （ ０ °
に 近 づ く 程 ） テ ー ブ ル １ の 第 二 方 向 ｂ へ の 移 動 量 は 少 な く な る も の の 大 き な 移 動 力 が 得 ら
れ る 。 従 っ て 、 角 度 θ １ は ４ ５ ° に 限 ら れ る も の で は な い が 、 ４ ５ ° に 設 定 し た 場 合 、 平
均 的 な 移 動 量 及 び 移 動 力 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 中 、 符 号 17は モ ー タ ー ２ ａ ， ５ ａ 夫 々 に 連 設 さ れ る コ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に お い て は 、 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ の 直 動 を ガ イ ド す る
第 四 摺 動 手 段 12が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 四 摺 動 手 段 12は 、 前 記 第 一 ガ イ ド レ ー
ル ８ ａ の 内 方 に 設 け ら れ る 第 四 ガ イ ド レ ー ル 12ａ と 、 前 記 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部
６ に 設 け ら れ 前 記 第 四 ガ イ ド レ ー ル 12ａ に 被 嵌 せ し め ら れ る 第 四 ガ イ ド 体 12ｂ （ 開 口 が 側
方 を 向 く 形 状 ） と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ の 移 動 は 第 四 摺 動 手 段 12に よ り ガ イ ド さ れ 、
直 動 部 ６ を 直 動 さ せ て 第 三 ガ イ ド レ ー ル 10ｂ を 用 い て テ ー ブ ル １ を 第 二 方 向 ｂ に 移 動 さ せ
る 際 に 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 不 動 部 ５ に 作 用 す る 負 荷 が 軽 減 さ れ 、 該 不 動 部 ５ が 撓 む こ
と が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 例 は 上 述 の よ う に 構 成 し た か ら 、 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ ー ４ ， 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ
ー ７ を 同 一 平 面 上 に 配 す る と と も に 、 ２ つ の テ ー ブ ル を 積 層 す る 必 要 な く テ ー ブ ル １ を 第
一 方 向 ａ 及 び 第 二 方 向 ｂ に 移 動 さ せ る こ と が で き る か ら 、 特 許 文 献 １ に 比 し 更 に 薄 型 化 ・
軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 一 層 第 一 及 び 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ に か か る 負 荷 が 軽 減 さ れ よ り
高 速 駆 動 性 及 び 高 応 答 性 に 秀 れ 、 簡 易 構 造 に し て コ ス ト 安 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 四 摺 動 手 段 12を 設 け た か ら 、 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ ７ の 直 動 部 ６ を 直 動 さ せ て も
不 動 部 ５ が 撓 む こ と が 阻 止 さ れ 、 よ り 高 精 度 な テ ー ブ ル １ の 移 動 制 御 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 各 ガ イ ド 体 を 連 結 し た か ら 、 軽 量 で あ り な が ら 剛 性 に 秀 れ た 構 造 と な り 、 こ の 点
か ら も 高 精 度 な テ ー ブ ル １ の 移 動 制 御 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 例 は 、 更 な る 小 型 化 ・ 薄 型 化 を 実 現 で き る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た テ ー ブ
ル 装 置 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 の 一 部 を 切 り 欠 い た 概 略 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 の 一 部 を 切 り 欠 い た 概 略 説 明 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 テ ー ブ ル
　 ２ 　 不 動 部
　 ３ 　 直 動 部
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　 ４ 　 第 一 ア ク チ ュ エ ー タ
　 ５ 　 不 動 部
　 ６ 　 直 動 部
　 ７ 　 第 二 ア ク チ ュ エ ー タ
　 ８ 　 第 一 摺 動 手 段
　 ９ 　 第 二 摺 動 手 段
　 10　 第 三 摺 動 手 段
　 10ａ ・ 10ｂ 　 摺 動 手 段
　 12　 第 四 摺 動 手 段

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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